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２００８年６月３日 

株式会社 ジーエス･ユアサ パワーサプライ 

 

 

 

 

 

 

  

株式会社 ジーエス･ユアサ パワーサプライ（社長：依田 誠、本社：京都市南区）は、ビルや工場、施設などで

地球温暖化対策や環境対策として必須となっている電力使用量の省エネルギー化に貢献するため、昨年発売

した電力使用量のピーク値の低減で電気代を節約できる「デマンド監視装置 ＲＭＤ５０１」のデマンド表示板に

ＳＤカードを組み込めるようにして、電気室などの場所へ行かずにその場でデータを取得することでユーザーの

作業効率が上がるほか、１０年以上のデマンドデータが保存できる新商品「デマンド監視装置 ＲＭＤ５０１ＳＤ」を

２００８年６月５日より発売いたします。 

 

環境問題が注目される昨今、省エネに対する意識が向上し、電気代の節約効果につながるデマンド監視

装置の利用が年々増加しています。省エネ対策の実施およびその効果の検証のためには、電力使用量の把握

が必要ですが、電力会社様からの利用明細書に頼っており、デマンド監視装置本体は電力会社様の計量器と

同じ数値のデマンドデータや警報データを保存でき、パソコン上でデータを取得して報告書などを作成できる

ものの、ユーザーがデマンド監視装置本体のある電気室などへ出かけてデータを取得するという大変面倒な

作業が生じておりました。 

 

ユーザーがいるオフィスからデマンドデータや警報データを容易に取得できるようにするため、今回、デマンド

表示板にＳＤカードを取り付け、デマンド表示板のデータ更新時にデマンド監視装置本体から電力計測値や

デマンド警報情報のデータをＳＤカードに保存できる「デマンド監視装置 ＲＭＤ５０１ＳＤ」を新たに開発しました。

デマンド表示板に取り付けたＳＤカードには３０分ごとのデマンド値が保存できます。また、デマンド警報の発生時

には、発生時間や警報内容、その時のデマンド予測値を保存することができます。これらのデータは、電力使

用量の月次報告書作成用に使われる他、週・月次・年度のデマンド負荷曲線のグラフとしてピーク電力発生時の

データ保存や予測に利用され、目標とするデマンド警報レベル値を設定する根拠として利用されます。ＳＤカー

ドに保存されたデータは、標準添付されているソフトウェア「ＰＯＳＴ－ＮＥＴデマンド」をインストールしたＷｉｎｄｏｗｓ

のパソコンでご利用いただけます。 

 

「デマンド監視装置 ＲＭＤ５０１ＳＤ」はすでに一部の小・中学校で採用が検討されており、今後、電気受電設備

のあるビルや工場、学校、施設などに拡販してまいります。 

 

【用途】 

●ビル、工場、学校、施設などの電気受電設備における省エネ対策、電気代の節約 

●電力使用量の計測および報告書作成支援（ＩＳＯ１４０００対策） 

●地球温暖化対策、省エネ対策用機器 

 

【構成】 

デマンド監視装置本体 電柱の配電線を建屋に引き込む際に取り付ける電力計量器に接続する装置

（デマンドパルス変換機含む）。 

デマンド表示板 電力使用量を常時表示し、あらかじめ設定した電力使用量の目標値を超える

可能性がある場合に警報を出力する。 

ＳＤカードで１０年以上のデマンドデータを保存でき、 

作業効率が向上する 

「デマンド監視装置 ＲＭＤ５０１ＳＤ」を新発売 
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【特長】 

１． １ＧＢ（ギガバイト）のＳＤカードで１０年以上のデマンドデータを保存可能 

デマンド表示板に組み込めるＳＤカードに電力計測値や警報データを保存できる。１ＧＢのＳＤカードで、

装置期待寿命の期間のデータを保存できる。ＳＤカードは表示板から簡単に取り外しでき、添付のソフト

ウエア（「ＰＯＳＴ－ＮＥＴデマンド」）をインストールしたパソコンで月次帳票、デマンド負荷グラフを簡単

に作成し、報告書として活用可能。ＳＤカードからＣＳＶ形式でデータ保存できるため、Ｅｘｃｅｌなどの汎

用ソフトで加工できる。 

 

  ２． Ａ４サイズのデマンド表示板で電力使用量をモニタリングできる 

電力使用量を大きくデジタル表示。予想デマンド値や目標デマンド値（電力会社との契約電力

値相当）、現在電力、契約電力などを１０秒ごとに更新して表示する。部屋の遠くからでも多く

の方が電力使用量を監視できる。 

また、デマンド表示板には１２段階のレベルメーターがあり、目標デマンド値に対して現在使用

している電力の比率をバーグラフで表示するので、電力使用量を直感的に把握できる。 

 

３．デマンド警報をブザー、ランプ、警報端子で出力 

デマンド監視装置は３０分間の電力使用量を予想し、その予想値があらかじめ設定した目標デマ

ンド値を超えそうな場合に、事前にデマンド警報を２段階で出力する。２回路出力の警報接点は、

その動作モードの変更も可能で、空調機などの出力制御と連動させることもできる。 

 

４．設置工事が簡単な省配線システム 

デマンド監視装置本体と表示板間の信号配線には、特定小電力無線機やコンセントに差し込む

だけで接続可能な市販の高速ＰＬＣなどが使える省配線システムを導入。デマンド監視装置本体

を電柱に取り付ける場合の専用配線箱や、無線機の屋外収納箱などをオプションで用意している。 

 

５．アプリケーションサービスプロバイダー（ＡＳＰ）サービス「ＰＯＳＴ－ＮＥＴサービス」の

利用で双方向遠隔監視が可能 

モバイル通信機（（株）ＮＴＴドコモ製ＦＯＭＡ）内蔵機種の場合、インターネットを利用してデマンドデー

タ計測値やデマンド警報を遠隔で取得できる。併せて、デマンド警報レベル値の設定変更も可能で、

警報発生時に電子メールで通知可能。添付のソフトウエア（「ＰＯＳＴ－ＮＥＴデマンド」）で取得したＣＳＶ

方式のデマンドデータから、日負荷曲線、月負荷曲線、年負荷曲線の作成や、帳票作成が可能。 

 

【発売開始時期】     ２００８年６月５日 

 

【年間販売目標】     初年度 １，０００台 

 

【参考販売価格】  

本体装置と表示板 ３５８，０００円 本体装置と表示板（モバイル通信機能付き） ３７８，０００円

＜オプション＞特定小電力無線機 一式 ７８，０００円

 

【販売方法】    直接販売、販売店経由 

 

【仕  様】 

 デマンド監視装置本体 デマンド表示板 

外形寸法（ｍｍ） Ｗ：１５７×Ｈ：６９×Ｄ：２３０ Ｗ：２７０×Ｈ：３２×Ｄ：２００ 

重  量（ｋｇ） 約１．２ 約１ 

材  質 ＡＢＳ樹脂 リサイクル対応品 ＡＢＳ樹脂 リサイクル対応品 
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【写  真】 

 「デマンド監視装置 ＲＭＤ５０１ＳＤ」 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［この件に関するお客様からのお問い合わせ先］ 

株式会社 ジーエス･ユアサ パワーサプライ インダストリー事業本部 ＲＭＳ部（担当：梶村、松島） 

   ＴＥＬ：０７５－３１２－０３３３  ＦＡＸ：０７５－３１２－０４４４ 

  ［この件に関する報道関係からのお問い合わせ先］ 
   株式会社 ジーエス･ユアサ コーポレーション 広報室  ＴＥＬ ０７５－３１２－１２１４ 


